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2015 年度ＯＢ会会長のご挨拶

　OB の皆様、お元気でお過ごしでしょうか。

　昨シーズンの母校ラグビー部は、リーグ初戦の日大戦において前評判どおりのダイナミックなランニン

グラグビーを展開し、大きな飛躍を感じさせました。

　しかしながら主力選手の怪我等もあり、最終戦（大学選手権）となった関西学生リーグチャンピオンの

関西学院大学に見事勝利はしたものの、大学ベスト４という目標は達成出来ませんでした。残念な結果で

はありましたが、多くのことを学んだシーズンだったと思います。母校ラグビー部には、この経験を未来

への糧とすることを期待しています。

　「2015 年度 OB 会会長ご挨拶」として三つ、お話をさせていただきます。

　一つ目は、大学ラグビー６連覇、打倒 TL を達成した「帝京大学ラグビー部」についてです。技術・体力

は他の大学トップチームと比較して、一歩も二歩も前に進んでいることは、ラグビー関係者の誰もが認め

るところですが、それ以上に、TL チームとの厳しい戦いにもパニックになることの無いメンバー全員の立

振舞い、ノーサイドでの主将の言葉。どのような準備をすれば、このようなチームが築かれるのでしょうか。

　二つ目は、私がラグビーに携わるにあたり拠りどころにしている意志です。この意志は東京三洋ラグビー

部創部にご尽力された三洋電機・黒河力元会長が「全満ラグビー史」でお書きになられたものです。ご自

身も旅順工大（満州）でラグビーをプレーされていました。

　「私がラグビーを愛するのは、チームプレイが大切であり、各自が自発的なリーダーシップを発揮し、ファ

イトをもった燃える集団であり、しかもルールを重んじるアマチュアスポーツの最大集団だからです。試

合が始まればボールを持った者がリーダーであり、その瞬間 瞬間の変化に対応して、適切な判断と行動力

が要求される。しかもチームの和、総合力発揮が最も大切であり、且つ次のステップへの予測能力が大変

肝要である。ラグビーを通して人間形成に大きく期待するところがあったからである。」

　三つ目は、大東文化大学ラグビー部についてです。

　私が学生時代だった頃（30 年程前）、当時、自由奔放なラグビーを行うフランス代表を模して「東松山の

シャンパンラグビー」とか、ジャージの色や無名選手の経歴から「雑草軍団」とか言われていました。今

や多様性の時代であり、沢山の海外留学生が学生スポーツに在籍していますが、ソロバン大使として「ト

ンガ人留学生」がはじめてチームに加わったのも母校ラグビー部であります。母校ラグビー部には勝利は

勿論ですが、個性的な輝きを放つことを期待しています。

　小生も齢 50 になり、人生の短さを強く感じております。一人でも多くの OB 皆様にお集まりいただき「思

い出話」や「あーでもない、こうでもない」と交流する機会を増やしましょう。

　最後に、OB 皆様のご活躍とご健勝を祈念してご挨拶とさせていただきます。

平成 27 年 4 月吉日　　　　　　　

OB 会 第三代会長　第 21 期生　

飯  島　  均（いいじま　ひとし）
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ＯＢの皆様へ
　日頃より現役への温かいご声援そしてご支援ありがとうございます。
　昨シーズンは、秋季リーグ中盤まで順調に進んでおりましたが、主力の怪我及び、メンタルの弱さからあ
と一歩の所で勝ち切る事が出来ませんでした。しかし、大学選手権セカンドステージ最終戦、関西Ａリーグ
１位の関西学院大学との戦いでは、残り時間数分の所で逆転勝利を収めた事は、次に繋がる１勝であったと
実感しております。
　現在は、接点で競り勝つ為の筋力強化を中心にディフェンス、アタック共に細かな部分の土台作りを行っ
ております。
　今シーズンは、新入部員も 28 名加わりました。本間主将を中心に日々の練習から試合と同じ状況下を想定
した強いメンタルで行っております。
　今年の目標は、昨年度達成出来なかった関東大学リーグ戦優勝、そして大学選手権ベスト４以上であります。
　ピンチをチャンスに変えられるメンタルの強いチームを、選手とスタッフ一丸となり作り上げて参ります。
　今シーズンも変わらぬご支援、ご協力の程、宜しくお願い致します。

大東文化大学ラグビー部　
監督　青  柳  勝  彦　

　いつも温かいご支援ありがとうございます。
　昨シーズンは、あと一歩の所で勝ち切れず、メンタルの弱さが出てしまい悔しい結果に終ってしまいました。
　現在では、日々の練習を試合のイメージと緊張感を持って取り組んでいます。又、普段の寮生活でも４年
生が何事にも率先して動き、下級生に手本を示すと言う事も行っています。
　今シーズンは、ピンチな状況でもチーム一丸となり、チャンスに変えられるようなチームを作り、今年こ
そリーグ戦優勝、大学選手権ベスト４以上の目標を達成したいと思います。
　今後も変わらぬご支援、ご協力の程、宜しくお願い致します。

大東文化大学ラグビー部　
主将　本  間　  優　

春季予定試合

2014 年シーズン
ホセア君の疾走 試合前の選手達（対明治大学戦）

今年も学生達に大きな期待が持てます。

日程 対戦チーム K.O. 時間 会場 備考
４月 19 日（日） 東日本セブンズ 秩父宮ラグビー場 結果ベスト４
４月 26 日（日） リーグ戦セブンズ 拓殖大学八王子Ｇ
５月 ３ 日（日） 筑波大学 14：00 筑波大Ｇ 関東大学春季大会

５月 10 日（日） 慶應義塾大学
13：00

慶應義塾Ｇ
関東大学春季大会

15：00 Ｂチーム練習試合
５月 17 日（日） 関東学院大学 未定 大東大Ｇ Ｂチーム練習試合

５月 31 日（日） 山梨学院大学
11：00

大東大Ｇ
Ｃチーム練習試合

13：00 関東大学春季大会
15：00 Ｂチーム練習試合

６月 14 日（日） 青山学院大学
11：00

大東大Ｇ
Ｃチーム練習試合

13：00 関東大学春季大会
15：00 Ｂチーム練習試合

６月 28 日（日） 中央大学
13：00

大東大Ｇ
Ｂチーム練習試合

15：00 関東大学春季大会
８月 16 日（日） 早稲田大学 未定 菅平 夏季合宿練習試合
８月 23 日（日） 法政大学 未定 菅平 夏季合宿練習試合
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平成 26 年度ラグビー部 OB 会会費納入者

27 年度スタッフ
コーチングスタッフ 学生スタッフ

役　職 氏　名

部　長 押　川　典　昭
副部長 中　村　宗　悦
副部長 牧　野　隼　人
特別顧問 鏡　　　保　幸
監　督 青　柳　勝　彦
コーチ 山　内　智　一
トレーナー 平　沼　大　輔
アドバイザー ラトゥ　ウィリアム　志南利

役　職 氏　名 学　年 出身校

主　将 本　間　　　優 ４年 春日丘
副　将 長谷川　崚　太 ４年 日本航空石川
副　将 碓　井　　　廉 ４年 佐賀工業
主　務 坂　本　裕　太 ４年 正智深谷
副　務 横　田　充　輝 ３年 深谷
会　計 上　沼　善　宏 ４年 下伊那農
副会計 笠　松　晃　司 ３年 大東大一
寮　長 藤　村　　　龍 ４年 明和県央

No 期 卒業年度 氏　名
1 １期 S41 年度（1966） 寺　沢　俊　治
2 １期 S41 年度（1966） 苫米地　　　洋
3 １期 S41 年度（1966） 古　賀　徹　之
4 ２期 S42 年度（1967） 高　松　宏　惟
5 ３期 S43 年度（1968） 澤　畠　英　治
6 ３期 S43 年度（1968） 齋　藤　裕　司
7 ３期 S43 年度（1968） 古　川　裕　之
8 ４期 S44 年度（1969） 渡　辺　　　仁
9 ４期 S44 年度（1969） 渋　木　邦　彦

10 ４期 S44 年度（1969） 岡　部　健　二
11 ５期 S45 年度（1970） 栗　田　晴　彦
12 ６期 S46 年度（1971） 只　野　幸　一
13 ６期 S46 年度（1971） 矢　野　行　夫
14 ６期 S46 年度（1971） 鏡　　　保　幸
15 ６期 S46 年度（1971） 中　村　雄　司
16 ６期 S46 年度（1971） 吉　羽　　　茂
17 7 期 S47 年度（1972） 宮　澤　重　徳
18 8 期 S48 年度（1973） 河　野　　　武
19 8 期 S48 年度（1973） 仙　道　輝　夫
20 8 期 S48 年度（1973） 二　俣　昌　司
21 8 期 S48 年度（1973） 渡　辺　　　寛
22 8 期 S48 年度（1973） 倉　持　和　夫
23 10 期 S50 年度（1975） 山　﨑　健　司
24 10 期 S50 年度（1975） 長　棹　友　一
25 11 期 S51 年度（1976） 乙　川　浩　利
26 11 期 S51 年度（1976） 青　木　　　修
27 11 期 S51 年度（1976） 河　内　龍　一
28 11 期 S51 年度（1976） 対　馬　憲　二
29 12 期 S52 年度（1977） 佐　藤　省　吾
30 13 期 S53 年度（1978） 櫛　引　　　彰
31 13 期 S53 年度（1978） 梁　　　建　宏
32 13 期 S53 年度（1978） 隅　田　敦　司
33 13 期 S53 年度（1978） 北　　　弘　和
34 13 期 S53 年度（1978） 家　村　與　夫
35 13 期 S53 年度（1978） 須　田　　　稔
36 14 期 S54 年度（1979） 堀　合　隆　司
37 14 期 S54 年度（1979） 北　田　宣　明
38 14 期 S54 年度（1979） 饒平名　雅　弘
39 14 期 S54 年度（1979） 川　口　輝　彦
40 14 期 S54 年度（1979） 室　田　利　弘
41 14 期 S54 年度（1979） 小　原　善　浩
42 15 期 S55 年度（1980） 船　山　康　之
43 15 期 S55 年度（1980） 山　田　哲　良
44 15 期 S55 年度（1980） 関　谷　正　勝
45 15 期 S55 年度（1980） 黒　川　不二男
46 15 期 S55 年度（1980） 前　仏　秀　継
47 16 期 S56 年度（1981） 小　森　徹　志
48 18 期 S58 年度（1983） 奥　村　敬　一
49 18 期 S58 年度（1983） 藤　本　茂　樹
50 18 期 S58 年度（1983） 平　山　浩　志

No 期 卒業年度 氏　名
51 18 期 S58 年度（1983） 三　野　貴　之
52 19 期 S59 年度（1984） 野　沢　龍　二
53 19 期 S59 年度（1984） 浜　川　和　也
54 19 期 S59 年度（1984） 北　村　弘　二
55 19 期 S59 年度（1984） ﾉﾌｫﾑﾘ ･ ﾀｳﾓｴﾌｫﾗｳ
56 19 期 S59 年度（1984） 丸　本　良　之
57 20 期 S60 年度（1985） 中　村　勝　次
58 21 期 S61 年度（1986） 並　木　孝　喜
59 21 期 S61 年度（1986） 飯　島　　　均
60 21 期 S61 年度（1986） 島　田　　　治
61 21 期 S61 年度（1986） 高　橋　明　彦
62 21 期 S61 年度（1986） 反　町　光　一
63 22 期 S62 年度（1987） 岡　部　慎　司
64 22 期 S62 年度（1987） 黒　澤　　　誠
65 22 期 S62 年度（1987） 矢　嶋　雅　人
66 22 期 S62 年度（1987） 須　藤　智亜紀
67 22 期 S62 年度（1987） 須　藤　　　明
68 22 期 S62 年度（1987） 上　野　　　勇
69 23 期 S63 年度（1988） 鈴　木　成　一
70 23 期 S63 年度（1988） 須　藤　幸　治
71 23 期 S63 年度（1988） 庄　子　進　一
72 23 期 S63 年度（1988） 日　下　唯　志
73 23 期 S63 年度（1988） 舛　澤　知　己
74 23 期 S63 年度（1988） 中　澤　俊　介
75 24 期 Ｈ元年度（1989） 小　島　俊　昭
76 24 期 Ｈ元年度（1989） 大　村　　　武
77 24 期 Ｈ元年度（1989） 落　合　　　滋
78 24 期 Ｈ元年度（1989） 戸野部　晃　典
79 24 期 Ｈ元年度（1989） 青　木　　　忍
80 25 期 Ｈ２年度（1990） 野々村　光　芳
81 25 期 Ｈ２年度（1990） 安　食　久　和
82 25 期 Ｈ２年度（1990） 小　口　耕　平
83 26 期 Ｈ 3 年度（1991） 木　田　敏　行
84 27 期 Ｈ 4 年度（1992） 木　全　祐　介
85 27 期 Ｈ 4 年度（1992） 白　樫　　　守
86 27 期 Ｈ 4 年度（1992） 山　中　幸　治
87 28 期 Ｈ 5 年度（1993） 辻　　　拓　哉
88 28 期 Ｈ 5 年度（1993） 江　森　隆　史
89 29 期 Ｈ 6 年度（1994） 酒　井　宏　之
90 30 期 Ｈ 7 年度（1995） 青　柳　勝　彦
91 33 期 Ｈ 10 年度（1998） 山　内　智　一
92 40 期 Ｈ 17 年度（2005） 木　川　隼　吾
93 42 期 Ｈ 19 年度（2007） 牧　野　隼　人
94 48 期 Ｈ 25 年度（2013） 山　岸　慶　祐

その他 関西 OB 懇親会より寄付金
その他 乙川浩利副会長講演謝礼収入
その他 菅平有志ゴルフコンペより寄付
その他 11 月 22 日 OB 懇親会参加者寄付

納入総額 ¥1,291,000
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編 集 後 記
　全国の大東文化大学ラグビー部 OB 諸兄におかれては、現役への温かいご声援と OB 会へのご協力に深
く感謝申し上げます。
　本年３月の卒業生を含めて OB 会員数は 734 名となりました。
　しかし、住所等転居されて連絡先の解らない方も 200 名程度います。
　これらの方には、現役の状況や OB 会懇親をお伝えすることが出来ていません。
　OB 会は、学生や指導スタッフがより良い環境で練習し・試合に挑む環境を創れるように支援を行ってい
ますが、まだまだ資金不足は否めません。
　この支援には諸兄の会費御賛助が唯一の方法とも思慮されまし、諸兄の懇親を図る為にも全 OB 会員の
連絡先把握は急務であります。
　昨年より飯島会長体制となりかなりの OB 諸兄連絡先の把握は進みましたが、この会報が届いていない
という同期・先輩・後輩をご存じでしたら OB 会事務局へご連絡下さい。
　現役は 28 名の新人加入もあり、青柳監督の指導のもとに進化しつつあります。
　本紙にも掲載しています春のスケジュール試合には諸兄の観戦をお願いいたします。
　既に７人制の試合も始まり開幕の東日本セブンズはチャンピョンシップ準決勝で敗退のベスト４でした
が、昨年の怪我からリハビリ中の選手もいる中で良いスタートだと思います。
　また、５月５日に開催されるニュージーランド学生代表対関東大学生代表には、長谷川崚太（４年）、小
山大輝（３年）、ホセアサウマキ（３年）の３名が選出されています。こちらも応援下さい。
　26 年度 OB 会費収支報告書は現在作成中の為、完了後に大東文化大学ラグビー部ホームページにて OB
会コーナーに掲載いたしますが、このホームページは OB 会としても協力して運営していますので是非閲
覧いただきたいと存じます。
　夏の菅平では、早稲田大学との練習試合も既に決まっていますので、この菅平で諸兄が集うのも一興か
と思います。最後に諸兄の益々のご健勝を祈念し、そして現役への声援と OB 会へのご協力をお願いする
事で会報末記の御挨拶とさせていただきます。

平成 27 年 4 月吉日
大東文化大学ラグビー部 OB 会
事務局長　小  森  徹  志（第 16 期）

平成２７年度ＯＢ会費の御賛助をお願いいたします。
　本年度の OB 会費御賛助をお願いいたします。
　会費は本年４月以降振込分が 27 年度会費ですのでお間違いの無いようにお願いします。
　尚、本年度の会費賛助者は随時大東文化大学ラグビー部公式ホームページ OB 会コーナーに掲載させ
ていただきます。

大東文化大学ラグビー部公式ホームページ　アドレス http://www.daito-rfc.com/　
OB 会コーナー　　ログイン ID　daito-bunka　　パスワード   obclub

記
年会費の納入について
※ご注意
　振込に際しましては、氏名の前に卒業年度を西暦で入力下さい。
　全会員の名簿と照らし合わせての入金確認のためご協力下さい。

年　会　費	 一口５千円（出来れば二口以上の協力をお願いします。）
振　込　先	 三井住友銀行　新宿西口支店　　店番　２５９
預 金 種 目	 普通預金　　口座番号　９５８６１１０
名　義　人	 大東文化大学ラグビー部 OB 会
ＯＢ会連絡先	 東京都渋谷区千駄ヶ谷１−３−２４　大東文化大学ラグビー部 OB 会事務局

電話　０３−６４４７−２９５５　FAX　０３−６４４７−２９５６
E-mail  yoyogikotobuki@feel.ocn.ne.jp
事務局長　小  森  徹  志（第 16 期）
携帯　０９０−４７５７−３７１８


